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平成7己年学習指導安領の改訂 に より､中学校第 2学年及び第 3学年 に課週学習
･'導入 された｡主導人の根本の趣 旨である政市課程番議会の答 申で述べ られている
｢自ら学ぶ意欲｣ を児亜産 経 に根付かせ るためには､ もっ と早 い段階で､児亜生
Eが 自ら主体 的に誰理恵純 を持 って取 り細 める学習指導が必要であると考 えた｡
｣こでその ･方法 として､その ような学習指導が可舵である課超学習 を小学校 に
貫入することを大胆 に提示 し御批判 を仰 ぐことに したO まず､現行の′ト学校の敏
一笹 に掲載 されている､課役学習 と成 り得 る散村 について諜蔵敷や内容､指逆 目
)､教師 と児丑の活動等 について調査 を行 った. この調査 より､′｣､学校教科昔 に
t､児塵 が興味関心 を持 って主体的に学習活動 を進めることがで きる課勉が多数
a瓶 されてい ることが明 らかになったが､その詳経 については今 回は割愛 させて
葺く｡次 に､調査 した課題の中か ら 1つ を取 り上 げ実践授 業 を行 った｡今回取 り
こげた投薬例 は､ ｢正方形はい くつ｣ とい う課堪名で､指導 目的 を論理的な考 え
Tの育成 に放 ってTiった.対象学年は弟5､6学年で､本実践授発 を過 して､/ト
と校 に課魅学習 を避入す る意識や､その指韓方法 を究明す る｡
1.課恩の持つ要件
｢自ら学ぶ悲欲｣を育成するためには､児
童が課題意識を持って主体的に裸題に取 り組
み､課過が解決されたときに成就感や達成感
を味わうことのできる指導が必要である｡ま
たそのためには児童一人一人の能力に応 じた
創意t夫が行える課孤でなければならない｡
すなわち課題学習の課過にふさわ しい謙風の
持つ要件として次のものが考えられる｡
筆者は､中学校指導廿に昏かれている5項
目を一部修正 し､以下に示すように6項 目に
拡大 したO
0-人ひとりの児並がそれぞれの方法で括
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乗を見通すことのできる課凪であること｡
②一人ひとりの児丑が様々な創意工夫 を行
うことができ､意欲的な追及を継続する
ことができる課超であること｡
③解決のために､薪榊 されている数学的な
知識 ･技能が用いられ､課題を解決する
ことによってそれらに磨きがかけられた
り､あるいは､用いられた知識 ･技能が
稔合されて､総合的な能力が発押 される
課題であること｡
㊥解決のために多様な数学的なアイデアや
考え方が用いられる課孤であることO
①その課題の解決だけにとどまらず､発展
的に考えられる謙遜であることo
(6)その評価の観点を数学的な見方や考え方
とそれを活用する能力及びよさを感得す
る態度におくことができ､また､それに
ふさわ しい課愚であること｡
2.｢正方形はい くつ｣の謙鼠学田のね
らい
調査 した教材の中から､東京番籍 4年生の
教材 ｢正方形はいくつ｣の実践授菜を行った｡
一般に､課狙学習は､児蓮の自主的な活動
を招発の中心に据えて､
Qj井軌の主体的な学習方法を身に付けさせ
る｡
喧)自ら学ぶ意欲を喚起させるo
Q)許数のよさを理解させる｡
ことに､そのねらいがある｡
これらのことを念頭において､本課題学習
では､
観点を決めて､落ちや重なりがなく正方
形を数えていく方法を筋道を立てて考え､
を指導 目的として投棄を行 うことにした0
3.教材の解説
ここで取 り上げる問題は､｢3×3の方眼
の正方形の中に含まれるいろいろな大きさの
正方形の個数を求めよう｡｣というものであ
る｡Jf有形の数をばらばらに数えていくので
はなく､観点を決めて数えていくと落ちや重
なりがなく数え上げることができるOその視
点をいろいろに決め､数え方を考えていく過
程や､自分の考えた数え方をみんなに説明す
る過程において論理的な考え方を育成するこ
とを目的としている｡
正方形の個数を数える方法として次のもの
が考えられる｡
① 1つ 1つの正方形の形をなぞって数える｡
この方法では正 しく数えられたかどうかわ
からない｡
(参辺を臥卓にして数える｡
縦と横の辺に,1マスの正方形と4マスの
正方形と9マスの正方形がいくつ分含まれ
ているか考える｡
③頂点を観点にして数える｡
ある頂点を 1つ決めて.その点をJT=Lの頂
点として､共有する止方形がいくつあるか
数える｡
@)対角線を観点にして数える｡
対角線をどちらか一方向だけ引き､その刈.
角線を兆有する止方形の数を数える｡
⑤対角線の交点を観点として数える｡
対角線の交点を図の中にとり､その交点を
共有する正方形の数を数える｡
め-①の方法で数えると落ちや屯なりがな
く数えられる｡
この授菜展開においてこれらの方法をすべ
て考えることを要求 しているのではない｡一
人一人の児.Cの能力や､習熟の程度にあわせ
て､アイデアが思いつかない児愛にはヒン ト
カー ドを与え､それを解決の糸口として､自
力解決をしていくことができるようにする｡
4.指導方法の構想
LiT)課選把握の段階 :一升学習
問題を理解し ｢正方形がいくつあるかを､
落ちや重なりがないように工夫 しながら数え
る方法を考える｡｣という課題をつかむ段階O
(留意点)ばらばらに数えたのでは､落ちや
盤なr)があるかもしれず､止経ではないので､
工夫 して数える必賓があることに気づかせる｡
またその方法を多様に考えさせる｡
②課越に取 り組む段階 :個人追究
一人ひとりの児金の能力 ･適性や興味関心
に応 じて､ヒン トカー ドを用いながら課題を
追究 していく段階｡ (留意点)初めはヒント
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カー ドを用いずに､できるだけ自力解決させ､
薬膳 しいアイデアを思いついていればほめて
やり､さらに他の考え方を探そうとする意歓
を喚起させる｡アイデアにつまったり､思い
浮かばなかったりする児童には､ヒントカー
ドを取 りに行かせ､解決の糸口にさせる｡論
理的に考えさせるため､プリントに自分の考
えを､図や言菜にして表 し､友達に説明でき
るようにさせておく｡
③発表し話 し合う段階 :一斉学習
それぞれが考えた数え方を発表 し､話 し合
う段階｡ (留意点)論理的にわかりやす く自
分の考えを発衣させ､友達に理解させること
ができるようにする｡その際に､何に者 目し
て数えたかはっきりさせる｡(観点の明確化)
友達の意見を聞き､その考え方の良いところ
を認めたり､良くないところに気づいたりし､
話 し合うことができるようにさせる｡正方形
を数えるだけでも､いろいろな桝点があり､
数える方法も多様にあるおもしろさに気付か
せる｡
也発展的に考える段階 :個別学習､一斉学習
新選を作成 し､検討する段階O (留意点)
自由な発想で類底を作ることができるように
する｡机間巡視をしながら､ItJiの時間で学習
した､ ｢工夫して数える方法｣を用いて自分
や友辻が作った新選を検討することができる
ように助言する｡
5.授菜計画
(》硯材 3×3マスの正方形
Qi)指導学年 第5'-i'咋および邦 6'i'咋
教科秤では､約4学年で収り上げられてい
るが､止方形の個数を数えるときに図形の梢
成要滋に着目し､観点をみ,-･けなければなら
ない｡そのためには図形の見方が聖かである
必要がある.冴さ5学年のkl形の合同や､ia'!6
学年の拡大 ･縮小などの単元で､図形の辺や
頂点などに弟 目して考えることや､第6学年
では､場合の数の単フLで､起こり得る場合を
数えることを経験するので第5､6学 年であ
れば､この課題が可能であると考えたO
③指導時数 1学年につき3時間ずつ
◎ 目標
第 1時 :3×3の方眼の正方形のFTに含ま
れるいろいろな大きさの正方形の個数を､適
切な観点を決め､工夫 しながら落ちや重なり
がないように数えていくプ了法を多様に考える
ことができる｡
第2時 :自分の考えた数え方をわかりやす
くほかの人に説明することができる｡さらに､
類題を自由な発想で考えることができる｡
第3時 :第 1時､第2時で′if.んだ､ I_1-_)i
して数える方法｣を利用 したり､正確に数え
られる別の方法を考えたりしながら､自分や
友達の作った問恩を解 くことができる｡ (節
5学年のみ)自分が考えた解法をわかりやす
く友達に説明することができる｡
6.授発結果
①課題把握の段階 .' 斉学習
<第 1時>学習活動 1 (約5分)
l
!1.問題を知 り､本時の課越をつかむ｡l
l__._._-___"_____I_______ー____-_-__-__.__-_.__.___i
伊 ｢見落として数えたり､同じものを2度数
えたりしないために､数える:L夫を考えてみ
よう.｣という課鼠意識を一人ひとりに持た
せ､主体的に学習活動を進めていくための動
横付けをする｡
F(-Jl粗を捉/](し､止ノJ71号がいく/)あるか問い
かけLばらく考えさせる.児荻は､黒板を兄
ながら一生懸命に数え､すぐに ｢14こ｣と
いう符えを出したoそこで､ ｢/lt甜数えられ
たことをみんなにわかってもらうためにはど
うすればいいでしょう｣という問いを投げか
汁 /∴
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C.前に川て来て､.tEJ;収の凶を手でなぞりな
がら､ ｢ノ｣､さいのが9こ｡それを4つあわ
せたのが 4こ｡一･番大きいのがlこ｡で､
あわせて 14こ｡｣ (5年生)
C.｢前に出て､チ ョークでなぞ りなが ら､
ここと､ここと､ここ｡つていうように全
部示 してい く｡｣ (6咋/t)
C.(つぶやき) ｢色をつける｡｣(6年生)
この ように､数える工夫 をいくつか答えた｡
また､なぞって数えるということに対 して､
｢見落として数えたり､同 じものを2度数え
たりしないように しないといけないO｣ とい
うことも押 さえた,)そして､次のような課題
でノ;LI習に入っていった｡
.深磁
見落として数えたり､同 じものを2度数
えたりしないためには､どのように_上夫 し
②凍JRに取 り組む段附 :個人追究
<妨 1時>学習活動 2-
<第2時>学習活動 1まで (約50分)
呈2.｣二大して数えるrjj法を多様に考える｡
i.A____一一_;.___I.一____._._-H____.●●__"______-_._--I
紗他の人に説明できるように､自分の考え方
を啓かせることによって､筋道を立てて考え
させるようにする｡
4枚熱のヒントカー ドを用意 し､児塵の能
力 ･適性に応 じて学習活動が進められるよう
に した｡
ヒン トカー ドの考え方を自力で恐いついた
児稗は､ 5年生が 4人､6年 /いま8人であっ
た｡
ヒントカー ドの考え方以外に児束が考えた
数え方を以下に不す｡
⑦面の大きさ (Jムさ､Lb桁)で刺別 して考え
たもの｡
¢ 4隅の面を使って､ 4マスの正方形を数え
る工夫をしたもの｡
I-TA,色分けをして考えたものO
釘中心に数字 (○や口の印)を鞘いて考えた
もの｡
{2両に数字を1'itいて､それを糾み(ナわせて考
えたもの｡
¢4隅の頂点を使って考えたものっ
⑳1辺に薪 日しそのTにできるjヒIJ-JrZをJをえ
たもの｡
¢対角線 を使って考えたもの｡ (ヒン トカー
ド3)とは興なるL.)
第 2時終ITl後のヒン トカー ドの解答者数と
理解者数を下の衣に示す
<虞8>ヒン トカー ド解茶者数とFl.解軒数
l再 1日い4 サ ト5 叫 13 叫
.kl.'･ 1｢ いい lItLH lJ rごJ :HHl
冨 !志 志 冨
‖回 回 い叫 L9叫
ほとんどのLu塵がヒン トカー ドを･/Eて収 り
に瀬たが､その内谷を理解 した児虚は多 くは
なかったQ児藷の発達段階や理解ノJを十分把
揮 した上でヒン ト作 りをしなければならなか
った｡だが､ヒン トカー ドの考え方を使って､
新 しい数え方を思いついていたLuiTlが数名い
たo全体的に見ると､ほとんどの児喪が興味
を持って析発に学習活動を行っていたといえ
るだろう｡
L3=)発表 し話 し合 う段階 :一斉学習
<解 2時>学習活動 2 (約24分)
妻2.考えたことを発表し話 し合 う.Irl-+●,●●.-_.I_～--一一-_rII~=二●･r1-I-一一ltlI--一一●-●一一一+ノ●=-I
伊自分の考えを筋道を立てて説明 し､他の人
が理解することができるようにする｡
(1)ヒントカー ドの考え方について党友す
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る｡
ヒン トカー ド(fト 且)について､礎示装恒を
使って児確に発表 させた｡黒坂にまとめる暗
もう一皮考え方を児丑に確認 しなが らまとめ
た｡さらに､ヒン トカー ドの考え方の理解を
より深めるため､ ｢それぞれの考えjjは､rgJ
のどこに目をつけた考え方で しょうか｡｣ と
問いかけ､挽点を明確にさせた｡児竜の発表
の様子を見ると､考え方は自分の所の中で難
解できてはいるが､それを他の人に説明する
のは､難しいようであった｡ しか し､教師の
適切な助 】によって､それが叶能になると思
われる｡
(2)ヒントカー ド以外の考え方について発
表する｡
挙手 して発表 させたが､時間の関係により､
5年生 しか発表できなかった｡2人発表 した
が､1人日は考えがまとまらず､途中でやめ
て しまった｡2人目の発表者 も筋道を立てな
が ら説明することはできなかったが､他の児
丑に理解させることができ､考え方 も大いに
焚同された｡これは､4マスの正方形の数え
方を工夫 したものであった｡5年生は､話 し
合いにならす､ただ発表するだけになって し
まった｡ 6年生 も､もう少 し自由に意見を発
表させれば話 し合いがうまくでき､主体的に
揮発に参加 しようとする意識 も鶴まったかも
しれない｡発表の方法を十分検討 し､臨模応
変に対応できるよう研究をしなければならな
い｡
①発展的に考える段階 二個別学習､一斉学習
<第2時>学習活動 3 (約15分)
3.類鑑を考える｡
伊自分連で部組を作成することによって､児
童の興味 ･関心を湧かせ､自ら学ぶ意欲を喚
起 させる｡
｢この後にどの ような関越 をやってみたい
ですかO｣ と問いかけ､発表させた.自分連
で間弧を作ることにたいへん興味を持つたら
しく､ ｢えー俺の柾 しいよ｡｣｢ちょっとで
きんな｡｣ と言いなが らも､大勢手を上げた｡
英傑に発表できたのは数人だが､第2時の学
習活動 1で早 くできた児東に配った､類題作
成用プリントに記入されたもの も合わせると､
5年生は14問､6年Ll三は17問 も考えていた ､
(ff科参,n.韻Oただ し､5年生の3番 E]の間取
と6年生の 2番 目の問題は､筆者が児童に解
かせたいと思い､付け加えた｡)これらの も
のは､B5サイズの用紙 1枚に 日日】ずつプリ
ン トし､1週間後の第3時に問風災 として児
垂に与えた｡
<第 3時>学習活動 1
(5年生23分､6年生40分)
l= -I-l.一~一b~一一III-~~-~~l-I--~●1.~~-~'~~`■~~~-~二∴=~~1
;1.前時に学んだいろいろな数え方を利川 し…
:て､類胤に取 り組む｡I
rEf副時に学んだ､いろいろな数え方 を利J=Wし
て､類題に取 り組むことができるようにする｡
5年生には､ 1番と10番の間艦から､6
年生には､1番の問題か ら始めさせ､その間
恩ができたら､あとは､興味を持った問題に
収 り組ませた｡5年生には､1問につきいろ
いろな考え方をしてもよいという指示 を也 し
たが､6年生には､ 1問につき 1通 りの考え
方だけでよいという指示 を出 した｡ また､5
年生には､前時のノー トを見ることを詐 した
が､ノー トを見たのは一郎の児童だけで､ほ
とんどの児盤は自力で考えていた｡6年生に
は許可 しなかった｡
その結果､児童は､次の ような考え方で､
類逆に取 り組んだO
①辺に番 目したもの｡ (ヒントカー ド①)
一線 と横に何マスの正方形の辺が何個分あ
るか｡
②頂点に番 目したものO (ヒントカー ド喧)
-原則 として正方形の左上の頂点､三JrJ形
- .I.. -
の上の頂点｡
Hj)対角線に着 日したもの｡(ヒントカー ド(5))
④対角線の交点 (中心)に着 目したものO(ヒ
ントカー ド㊥)
(5)面の大きさ (広さ､面稲)で､粕別 したも
の｡-(DIE)(む⑧以外のもの
⑥なぞって数えたもの｡ (一つひとつ順番に
数えたもの｡)
-原則として式や図を奮いていない｡
㊥中心に数字 (印)を昔いて数えたもの｡
<表9.1>(5年生)
③面に数字 (印)を昏いて､それを組み令わ
せて考えたもの｡
(㊨4隅の頂点を使って考えたもの｡
⑲その他｡
⑪不明｡
(珍問選の意味がわかっていないもの｡
それぞれの児童がどの考え方を使って脈き､
正解であったか､不正解であったかを下の表
に示す｡表中のTは正解を衣している｡Fは
不正解を表 している｡Hは考えの;.TG中でやめ
ていることを表 している｡
男子 I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15
B1 ② T ② T ② T ① F a) T ⑳ F @ T
B2 仙 T ①(夏XilT
B3 a)T ① T O T
B4 ① T ① T ① T ① H ⑳ T
B5 @ T ③ T 血 日 (SIT
B6 rJ T ① F aJT ⑤ F
B7 ② T ① F ⑥ T ⑤ F
B8 ① T ④ T ② H
B9 ㊤ T a)T ② T ㊥ T
BlO & T ⑤ F ◎ F ⑳ F ふ T
Bll 巧) T O F Lj) T O F ⑥ F (砂 T 吟 F @ F の T
BlZ @ F ① F ① F
813 ⑬ ⑥ F (め F
Bl4 ③ F @ T @ T C3) I.
女子 1 Z 3 4 5 6 7 8 9 10 ll )2 13 14 )5
C】(柑 T ① T ① T ① F ① F @ T
CZ (王将)T ① T W T
C3 ①⑳忍T 加 Tヽ
C4 (弛 T 紺 T
G5 ⑳⑳T 馳 T
C6 ① T ㊤ F (丑 F ⑤ T til T
G7 ① T a)T
CB 細 T ⑧ T ② T
G9 ① T LJ) T
C10 脚 T 朋 )T
Cll 朗 lT 喧J F ⑤ F
G12 @ T 也ー F ti)T
C13 ⑳ T ① T ① F
C14 ④ F ⑩ F ふ H
この結果をみると､5年生は､ほとんどの
児盃がヒントカー ドの考え方を使って剛他を
解いているといえる｡また表を根に見ていく
と､ある一つの数え方でうまく数えられた児
垂は､他の問題も同じ数え方で解いているこ
とが多い｡男子と女子を比較すると､男子は
1つの問題に対して多くの数え方をせず､問
勉を多 く解こうとする児童が多いようである
が､女子は反対に多 くの間組をするのではな
く､ 1つの問題に対 していろいろな数え方を
試 してみる児盃が多いようである｡また､男
子の方が難 しい問題にチャレンジする人数が
多いようである｡
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<表9.2>(6年生)
男子 1 2 3 4 5 6 7 8 9 tO 日 12 13 J4 l5 JG
BI こej T tilT (カ T O T ⑳ T Q:a ゆ (む T ① T ◎ T
D2 (i)T (む T ◎ T 伝)T(う T 偵 柑 吟 r@ T (5) Tl
Ba ② T ② T ⑧ T ㊤ T ⑲ 1､ 佃 L.1⑤ T @ F (.F) r
B1 ① T ① T (i) T ① T ⑤ FS T ㊨ ⑥ T 61 T ⑤ T ⑤ F(97)ド Or_i)ド
BS @ T ② T ②'｢⑤ F @ T ⑥ T ㊥†49 T ⑬ F
86 ① T ① T ◎ T ¢ T @ T ⑫⑬ ⑥ T ⑥ T ② F
B7 TD prOP T ⑬ F ⑫ F ⑩ T T 節 ① T 4D T ① T ⑳ F G》 T
88 ① T ① T ⑳ F ㊥ F ◎ T ⑥ T ¢ ド め ド
B9 Lf) T ⑦ F ⑦ F ⑥ F ⑥ T 6 T ⑥ T ① F 4P F
台lo ① T
all ⑨ T ② T ⑥ T ① T ⑨ ~r ⑪ F Lj) r:
B12 ⑤ F ⑤ T ⑤ F ⑦ F ⑤ T 1'⑤ ⑤ T ⑳ T ⑬ T ⑤ F⑥ F⑥ F@ T⑤ F砂 1､QiiF
RIつ@ T.◎ ド ⑬ F ⑥ T ㊥ T_O T ⑥ F砂 T ⑦ T ⑦ F e)1-
814 ◎ F ④ T ⑩ F @ F ⑫
Bl5 妙 T 砂 T ⑪ F l 唖 T C1)l
女子 I 2 3 4 5 6 7 8 9 Ⅰ0 ll 12 3ー 14 lr' 16
Cl(誹≧)T ② T ⑳ F (_EIT ⑬ T ~ T @ (¢ T O T (i) T.I (リ ド
C2 @ T ㊨ T ⑤ 1､t9 1-(む T T ⑤ F⑨ T ､む T ① 1■① ｢ ㌧∴ ト
C3 ◎ T ① T ⑤ T ㊨ ⑤ T T ㊨ ◎ T ㊦ T
C4 ⑤ T ⑳ T ⑤ F ⑤ F ⑧ T ⑳ T ⑤ F @ F
G5 ⑨ T @ T ⑳ ¢ ⑳ F
G6 (抑 T 蛸 T ¢) T 砂 T 6 T W F(缶 T ① T
G7 ⑤ T ① F ⑤ T ⑤ T ⑳ T lg F
G8 ⑤ T ⑤ T ⑤ T ⑳ T
C9 (i) T ① T (p F くまXかr
Gt0 (句 T ⑤ T S T ㊨ .⑤ T ⑤ T @ F ⑤ rl
G上t ◎ F ① T ㈹ T ⑳ T 申 F
Cは ⑩ (5) T L91.亡'｢申 T iB) T心@ T ⑤ T
Gl3 (j F ¢ F (D F 伝) F ¢) T4さ ㊨ ① T (ヨ rー⑦ F ⑬ F (む F
G14 ◎ F @ T ◎ F ⑤ T . ド ① ⑧ T ⑤ T LT) Ll
Cl5 伽 F 〇一lT ⑤ T ⑳ T ⑳ T
6年生は､第 3時 の 4 0分間全て を 使 っ て
類凪に取 り組ませたのでかなり多 くの問投を
解いているが､ヒントカー ドの考え方を使っ
ている児童はあまり多くなく､少 し残念なこ
とに､㊨ (なぞって数えたもの)の数え方で
数えている児虚が ･都に見られる｡もちろん
IldLFq7のように､ ･つひとつ順番に敢えても
正確に答えの出せる間週もあるが｡6年生も
5年生と同株に､衣を横に見ると､ある一つ
の数え方でうまく数えられた児童は､他の問
題もrQ=二数え方で解いていることが多いとい
える.さらに､タ17-の万が女+に比べてわず
かながら多くの問鎚に取り細んでおり､関越
15や問魁16のように難 しい間鳳で正解を
出している児童もいる｡また､数人の女子が､
問題 1､2､4に対 して2通りの数え方を試
している｡
問題 17と18は他の問題と少 しFtが違 う
開 港 で あ っ た が､半 数 近 く の児 鹿 が 興味を持
って取 り組んでいたO それぞれの問蝿に取 り
組んだ児薮の人数と､正解者数を下の衆に/IJさ
す｡
く衣 10>問題17､18の解答者数と正解音
間組17の iJl抱17の rt'l一越18
上の問鼠 下のrTE,rJ姫
男子 9 (7) 9(8) 6(0)
女子 9(8) 9(8) 5(0)
問題 18は､3×3マスの止h-形に対1LJ線
を全て引いた､問且9と同じだと考えた氾亜
がほとんどで､下の図のようなJ.F_方形を発見
できた児兎はいなかった｡
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<第 3時>学習活動 2 (5年生のみ川分)
類湖の解法を発表 し､話 し合 う
伊問題 1と問題 10について多 くの考えを発
表させ､観点を明確にするとともにどの数え
方がより良い数え方か考えることができるよ
うにさせるo
上-言Llの ようなねらいで､ 学習活動を進めた
が､PrJ過 1とPLfJ盟 10の 2日りだけでは､どの
数え77がより良い数え方かを判断するのは即
しと思われたので,発表するだけにとどめたo
聞逝 1についての発表では､頂点にIB 目した
数え方､対角線にポ 目した数え方､辺に崩 目
した数え方の3泊 りが発衣された｡【EIJ趨10
についての発表では､対角線の父.削 こ栽 E]し
た数え方､l乱･.l.に岩 目した数えJJ-の2通 りが
発表された｡
7.授菜結 果の考察
(1)指導 目的に掲げている ｢論理的な考え
方｣が育成されたか｡あるいは､定着 したか｡
次のような項 目を設定 した｡
r(一挙-面一ラ丁 ブ1T --叫~~~~-qM'''… '-I-…~i
観点を決めて､落ちやlTLなりがなく数え
られる方法を崩迫を立てて考えている｡
b･観点を決めて､落ちや韮なりがなく数えi
られる方法を筋道を立てて考えられてい
ない｡
(ヒントカー ド)
1.少なくとも1枚は自力で理解できてい
る｡
2.lIモく自力で理解できていない｡
(類鞄の聞出 1)
7.釈点を決めて筋道を立てて考え､正確に
数えられている｡
ィ.観点を決めて筋道を立てて考えておら
ず､正確に数えられていない｡
以下のようにそれぞれの組み合わせについ
て評仙する｡
0)論理的な考え方が定席 したr.
･a-1-ア
Ly論理的な考え方が帝成された｡.
Ia-2-7
b- 1-ア
b-2-7
Q)論理的な考え方か有成されたかもしれない
がIJi崩しなかったo
a- 1-イ
也)論理的な考え方が育成されなか-)たり
･a-2-イ
b-1-イ
b-2-イ
①-血 について人数を調査 し､その縦Ni･を
下の表に示す｡
<表 11>授業後の論理的な考え方の完IT･及
び育成
u) せ1 也 LA)
5年生男子(15人) 3 7 2 3
5年生女子(14人) 7 6 0 I
6年生男+(16人) 9 2 1 4
6年生女子(16人) 5 5 1 5
① と② については本課題学習の成果があ-)
た と言えるのだはないだろうか｡壇 について
は､ヒン トカー ドなどの考え方を学ぶ過程に
おいて育成されたと考えられる｡(a)とIjA)につ
いては､本課遊学習の成果はなかったと思わ
れるが､血 と受)の割合と比較すると′｣､さいD
つ まりこの授菜の指冶 目的はほほほ践された
といえる｡
(2)自ら学ぶ普欲を喚起することができた
か｡
授菜後に感想プリントを配和 し､児 牡に以
下の賓間に答えてもらった｡
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問 1)この授柴をどう感
Fの 1-5のいずれかに○をつけて下さい｡
1.とてもおもしろかった.,
2.まあ､おもしろかった｡
3.どちらでもない｡
4.あまりおもしろくなかった｡
5.全然おもしろくなかった｡
(質問2) 1-3にOをつけた人は､この
授業の良かったところは何ですか｡
(質問3)3-5に○をつけた人は､この
授業の良くなかったところは何で
すか｡
(質問4)この程菜を通して何が勉強にな
りましたかO
感想プリン トの質問 1で､本課税学習に対
しておもしろかったと答えた児並は､課税に
取り組む楽しさや課題を達成 したときの成就
感が得られたものと判断し､自ら学ぶ意欲を
喚起できたとみなすことにした｡おもしろく
なかったと答えた児童は自ら学ぶ意欲を喚起
することができなかったと考えることにする｡
どちらでもないと答えた児鹿は､質問2や質
問3及び質問4に杏かれている内容によりど
ちらか判断することにする｡
その結果､自ら学ぶ意欲を喚起できたと考
えられる児童の割合を下の衣に示す｡
<衣 12>自ら学ぶ意欲を喚起できたと考え
られる児童数
男 子 女 子
5年生 100% 100%
5年生と6年生ではかなり大きな差が見ら
れる｡質問2､3､4を見ると､6年生に自
ら学ぶ意欲を喚起できなかった理由として､
次のものが考えられる｡
1.ヒントカー ドの考え方を自力で理解する
ことができなかった｡
2.自分の考えを発衣する場が少なかった｡
3.援菜者の発表の進め方がよくなかった｡
8.まとめ
以上述べてきたように実践授業を行ってき
たが､話 し合いの場面の工夫や適度なヒント
の内容の吟味など反省点は多い｡ しか し､本
謙魅学習での指導 目的や､自ら学ぶ意欲の育
成などはおおむね達成されたといえるだろうO
また､平窯の学習成節と今回の課題の達成度
と比較 してみると平素の学習成城は良くても､
今回の課題にあまり興味を示 しておらず､理
解度もよくない児頚や､逆に平素の学習成緋
がよくなくても､非常に興味を持って課足削こ
取 り組み､理解度の良い児硬がいた｡このよ
うに平素の学力に関係のない理解度を示 した
児塵は､全体の約10%であった｡児並の能
力や適性､興味､関心に合った活動ができる
ことの現われであるかもしれない｡以上のこ
とからも､本課題学習の価値はあったのでは
ないだろうか｡最後に､この論文を古 くに当
たり､温かい御指導を頂いた教育学部数学教
室の高棉敏雄教授をはじめ､同山大学数IfT-′■声
部附属小学校の熊崎先生､深井先生に､改め
て謝辞を捧げたいと思う0
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